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合唱組曲『長征組歌』における歴史の美学化
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































17）収録されている24枚の「画」は、1. 林伯渠同志、2. 過湘江、3. 遵義大捷、4. 貴州苗家女、5. 川
滇辺干人之家、6. 背塩人、7. 彝族向導、8. 紅軍彝族游撃隊、9. 安順場、10. 瀘定橋、11. 炮銅崗之夜、
12. 翻夾金山、13. 下雪山、14. 在蔵族的村塞里、15. 三種鍋、16. 牛、17. 草葉代煙、18. 磨青稞、
19.烤餅、20. 背干糧過草地、21. 草地宿営、22. 草地行軍、23. 董振堂同志、24.到達岷県哈達鋪、で
ある。乃桐「一本珍貴的長征画集」『安徽日報』2006年11月10日。
18）朱洪、「黄鎮与《長征画集》」前掲、76頁。
19）朱洪、前掲、76頁。
20）臧克家「鉄的洪流─読《長征画集》」『人民文学』1963年Z1期。
21）陸定一と長征当時の詩については以下を参照。劉明鋼「陸定一写于長征途中的詩」『党史縦覧』
鐙屋　一62
2006年第５期。劉明鋼「陸定一与紅軍長征途中宣伝工作」『文史春秋』2006年第10期。王敬「長征
路上的陸定一」『新聞与写作』2006年第10期。趙発生「紅軍長征中発布的唯一布告─憶陸定一同志
与党的宣伝工作」『党史博采』1999年第３期。趙発生「我随陸定一長征途中做宣伝」『炎黄春秋』
1999年第６期。李安葆「長征勝利之歌」『党史文苑』1995年第６期。李安葆「長征征金曲─《打騎
兵歌》」『党史天地』1995年第３期。
22）劉明鋼「陸定一写于長征途中的詩」同上、13頁。
23）劉明鋼、同上、14頁。
24）劉明鋼、同上、14頁。
25）劉明鋼、同上、14頁。
26）劉明鋼、同上、14頁。李安葆「長征征金曲─《打騎兵歌》」『党史天地』1995年第３期、27頁。
27）劉明鋼、同上、14～15頁。李安葆、同上、43～44頁。
28）劉明鋼、同上2006年5期。
29）毛沢東の詩詞については、さしあたり、武田泰淳・竹内実『毛沢東　その詩と人生』文藝春秋、
1965年4月、を参照。毛の詩の歌曲については、上海人民出版社編『建軍五十周年歌曲集』（上集）、
上海人民出版社、1977年9月、を参照。
30）劉伯承「回顧長征」『八一雑誌』1959年21期（『人民日報』1975年10月19日転載）。
31）劉伯承、同上。
32）劉伯承・徐海東等『星火燎原全集』第３巻、解放軍出版社、2009年。蕭華「回憶“少共国際師”」
も同上書第２巻に収録されている。
33）長征物語の形成と歴史的意義については、拙稿「『長征物語』の形成と背景─長征史研究の現在と
その問題─」『目白大学人文学研究』第８号、2012年2月を参照。
34）拙稿「「長征物語」の形成と背景─長征史研究の現在とその問題─」同上、を参照。
35）呉祖強「動人心魄的革命回憶録─聴長征組歌『紅軍不怕遠征難』」『人民音楽』1965年第５期、28
頁。
36）長征組詩のうち２首が使用されている、1964年の音楽舞踏史詩『東方紅』に関しても「歴史の美
学化」として概念化することができることについては、拙稿「現代中国における「歴史」の再生─
音楽舞踏史詩『東方紅』の場合─」『東洋研究』第189号、2013年11月25日、を参照。
37）李鏡「《長征組歌》：上将詩人的病中之作」前掲、20頁。
38）李鏡、同上、21頁。
39）袁成亮「肖華将軍与《長征組歌》」『音楽生活』2007年11期、43頁。李鏡、同上、21頁。
40）梁茂春、明言編『中国近現代音楽史』人民音楽出版社、2008年１月、630頁。
41）梁茂春、明言編、同上、631頁。
42）梁茂春、明言編、同上、632頁。
43）梁茂春、明言編、同上、633頁。
44）袁成亮「肖華将軍与《長征組歌》」前掲、43頁。李鏡「《長征組歌》：上将詩人的病中之作」前掲、
21頁。
45）袁成亮、同上、44頁。晨耕（1923─）原名陳宝鍔。生茂（1928-2007）原名婁盛茂。唐訶（1922─
2013 ）原名張化愚。遇秋（1929─）原名李遇秋。唐江口述「1965～1975：《長征組歌》的十年」『縦
横』2007年第５期、33頁。
46）孟蘭英「遇秋与《長征組歌》」『東北之窗』2006年05期、58頁。李鏡、前掲、21頁。
47）李鏡、同上、21頁。
48）袁成亮「肖華将軍与《長征組歌》」前掲、44頁。
49）李鏡『儒将昇華』解放軍文芸出版社、1998年８月、593頁。李鏡、前掲、21頁。
50）孟蘭英「遇秋与《長征組歌》」『東北之窗』2006年第５期、58～59頁。
51）李鏡「《長征組歌》：上将詩人的病中之作」前掲、、21頁。阿軍「蕭華将軍与《長征組歌》」前掲、
36頁。
合唱組曲『長征組歌』における歴史の美学化 63
52）唐江口述「1965～1975:《長征組歌》的十年」前掲、33頁。
53）李鏡「《長征組歌》：上将詩人的病中之作」前掲、21頁。
54）李鏡、同上、21頁。顔梅生「開国上将蕭華和他的《長征組歌》」『時代人物』2007年Z1期、15頁。
55）孟蘭英「遇秋与《長征組歌》」前掲、59頁。顔梅生、同上、15頁。李霄凌「蕭華：興国“赤崽”
写出《長征組歌》」『秘書工作』2006年10期、19頁。『長征組歌』は香港の音楽家、黎草田らも1965
年香港で上演している。李鏡「《長征組歌》：上将詩人的病中之作」前掲、21頁。
56）任虹「賛長征組歌《紅軍不伯遠征難》」『人民音楽』1965年第５期、29頁。
57）呉祖強「動人心魄的革命回憶録─ 聴長征組歌『紅軍不怕遠征難』」『人民音楽』1965年第５期、28
頁。
58）王文斌、馬菲菲、高護国「毎一個音符都鐫刻在心里─《長征組歌》老芸術家41年後京城再聚首」
『老同志之友』2006年第10期、９頁。
59）馬子躍編著『怎様排演長征組歌』大衆文芸出版社、2006年９月、１頁。
60）馬子躍編著、同上、２頁。
61）何立波『儒将蕭華在総政治部（上）』『党史縦横』2003年10期、５～７頁。
62）李鏡「《長征組歌》：上将詩人的病中之作」前掲、21頁。
（平成26年11月4日受理）
